
山口県第1号！ＩＣＴ活用工事

未来の現場へ

先駆けて

今回の現場は山口県の海岸線に沿って走
る国道188号の歩道拡幅工事。施工する
のは山口県周南市に本社を置く洋林建設
（株）様だ。担当営業に導入の経緯を聞
いた。「洋林建設（株）様は国土交通省
が推進するi-Constructionに取り組み
たいと、以前よりスマートコンストラク
ションの導入を検討されておりました。
今回の現場では早い段階から打合せを重
ねたため、山口県で初となるＩＣＴ活用
工事をスムーズに施工して頂きまし
た。」と話した。担当技術者の新井雄大
さんに導入時の話を聞いた。「地域に先
駆けてＩＣＴ活用工事を取り入れたいと
考えていました。今回の現場は急な斜面
がありましたので、ドローン測量を行う
ことで、斜面での測量や丁張設置などの
危険が回避出来ると考えました。」と教
えてくれた。
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ＩＣＴ建機で

安全な現場へ

「一番のメリットは現場の安全性が向上
したことだね。」と話すのは、現場代理
人の玉井慎太郎さん。詳しく聞くと、
「ＩＣＴ建機を導入したことで、従来施
工で必要だった丁張設置作業が無くな
り、建機と人が接触する可能性が低くな
り、労働災害の確率が大きく下がりまし
た。」と教えてくれた。杉村所長は、
「従来は、今回の現場のような急勾配の
作業は経験を積んだオペレータでなけれ
ば出来ませんでした。急勾配で手元作業
員がいると、危険予知が大切で、経験と
勘が大事になりますからね。」と話し
た。洋林建設（株）様は山口県で最初の
ＩＣＴ活用工事という事で、現場見学会
を開催し、発注者や地域の関係会社にi-
Constructionの5つのプロセスをわか
りやすく説明していた。
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